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1. 緒言
Chromobacterium属は紫色色素産生，運動性を有するグラム陰性稗菌として 1872年始め
て Schroeterにより Bacteriumviolaceumと名付けられ，次で 1881年 Bergonziniが 
Chromobacterとして再記した-菌群であるが，完全なる記述の下に発表したのは Ford(1927) 
であった。また，本菌は鞭毛が端毛であるととより Migula等 (1895)により Pseudomonas 
violaceumと名付けられたこともあった。即ち，古くより水中に帯在する特徴ある色素産生
菌として認められておった菌種の一つである。例えば， Topley and Wilsonの成警の Bac-
terial Flora in waterの項には次の如き位置に記載され， Chromogenic BacilIiに含まれ
ているO 即ち， Chromogenic bacilli，•Red pigment.・ Chr.prodigiosum，Chr. indicum， 
Orange pigment・・ Chr.aurescens， Yel10w pigment・・ Chr.ochraceum， Violet 
pigment.・ Chr.violaceumとなり Chromobacterは最後の記載菌である。従来 Chromo-
bacterium属に関する研究の主なるものは，土壌における分布，分類，色素産住，変異，抗生
物質及び病原性等についてどあるが，いづれも同じ色素産生菌種である Serratiaの如く各方
面に亙る移しい業績はなく，特に飲食物との関連の研究は皆無である。当研究所では魔敗細菌
として好気性グラム陰性樟菌に関し系統的な研究がいくつかの菌属について実施された。本菌
属も好気性グラム陰性稗菌ではあるが， heterotrophic bacteriaとしてよりも Autotrophic 
bacteriaとしての意義が多く存するので寓敗細菌という研究対象以外に，一応著者は衛生細
菌学の見地から分離，色素産生，生化学的性状，腐敗作用，各種抵抗試験等について実験した
結果，従来認められていなかったこ，三の知見を得たのでこ、に報告する次第である。 
H. 菌株の分離，蒐集 が，分離し得た菌株は 12月より 2月の聞に実施し 
Chromobacterium層は一般に水中，土壌より分 た検体のみより 23株(第 1囲 14株，第2回 9株〉を
離されると記載されてあることより，一応検体を土 得た。釣菌した菌は 1%tryptone +0.1% glucose 
壌，下水，川水より求めた。分離方法は著者等の経 slantくT.G・s1と略す)， と Bunting medium 
験によれば普通平板では殆んど紫色の集落を認めな s1ant (B-s1と略す〉に植え接ぎをした。なお，福
かったので(この理由は後に述べる)， 主に Bun- 原が Ser・ratiaの分離，蒐集の為に用いた魚介類の 
ting mediumの愛法 (glucose10g，ammonium 検体約 400件を用いて， Chromobacteriumの分離 
citrate 5g，MgSO" 0.5g，NaCl 0.5g，ferric を試みたが 1株も分離することは出来なかった。斯 
ammonium citrate 0.05g，agar 20g，distil1ed 様に本菌の分布は魚介類から全く検出することが出 
water 1L，pH 7.0)の平板を用い，そこに生ずる 来ず，分離菌種は土壌，下水等・から得たもので，い
紫色集落を鈎菌することにした。 2年間四季に亘り づれも気温が低い季節にのみ検出し，また，平板上
上記検体について約500件について分離を実施した における出現集落数も極めて少い所から考えると，
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一般土壌細菌に比し，その存在菌量は極めて低いも
のと考えられる。 
111. 分離菌株の分類
供試菌株 23株を一応 Berg旬、 manual (1948) 
に従って分類を，試みた。この分類によると Genus 
Chromobacteriumは一般性状として好気性，グラ
ム陰性，運動性を有する小梓菌，菌体の一端に単毛 
を有する。 R-型の場合には菌体は 20--30μ大で
五lamentousを認めるごとがある。紫色の集落形 
成，この色素はアルコールに溶け，クロ、ホルムに
不溶となっておる。著者が分離した菌株について・形 
態，培養所見，生化学性状を精査した結果，その成 
績において共通なるものを第 1表に表示すると次の
如くである。なお，以下に述べる形態，培養所見，
一般生物性状の諸検査は累代培養の結果斐異を来す
恐れが充分に考えられるので分離後 2--3代 T.G.-
slの植え接ぎ中に実施した。
第 1表 23株の主なる共通一般性状
発育温度: 270C (No.7，No. 57aの2株のみ 370
Cでわずかに発育する〉
酸素要求度:好気性
染 色:十グラム陰性小樗菌 0.5.-:.0.8v-x 1.0--
5.0ド 
運動性:有〈鞭毛はすべて端毛〉
一一
平 板:紫色平滑同ー悲(始めは白色叉は黄
色で次第に議素邑を呈す〉
ゼラチン:漏斗状に溶解 
プイヨン:潤濁，管壁紫色輪〈上部ゼラチン様菌
膜形成〉 
硫化水素:陰性1硝酸塩還元:持陽性
メチールレッド:陰性1カさラーゼ:陽性 
イシドール:陰性 1ホーゲス・プロ
チトラート:陽性rスカウエル反応:陰性 
1， 
長 No.7菌株は陰性。
?ときに 15--20μ の:filamentous
の菌が出現することもある。
1. 増殖の諸条件
酸素要求度: 本菌は好気性であって黄燐燃焼法
による嫌気培養では全菌株24--72時間で発育を認
めなし、。
温度: 370C培養では 2株のみ，わづかに発育し， 
この際に紫色素は認めなかった。其の他の菌株は
270Cで全株発育し，その際の色素産生状況は良好で
ある。発育温度から考察すれば Bergey'smanual 
(1948)は C.ianthinumのみ 370Cでよく発育，
他の C.violaceumと C.amethystinumは 370
Cでは nogrowthと記載されている。この点で，
No.7，No. 57aは C. ianth~num に当てはまる菌
株ということになるも，記載にみられる程の良好な
発育ではなく，且つ色素産生もなし、。以上の点より
木菌株の総ての実験は 270Cで実施した。
水素イオユ/濃度: アルカリ性メジウムでは pH 
9.6でもなお 16株 (19%)の発育を認めた。酸性メ
ジウムにおいては pH4.0では全く発育せず pH4.4
で 6株 (26%)で， pH 5.0で全株の発育を認めた。
紫色素産生はアルカリ性メジウムの方が酸性メジウ 
ムよりよく，特に pH7.0より pH8.0が最もよか
った。 
2. 其の他の一般生物性状(第 2表〉
硝酸塩還元試験:硝酸塩還元試験は本菌属の分
類上 Bergey'smanualでは重要視され， C. ian・
thinumのみが陰性となっている。 23株中陰性菌
株はNo.7の1株であった。
i殴粉の7.K解: 多くの菌株は陰性の成績を得たが
No. 3，No. 11，No. 55のみ陽性であった。然しこ
の3株共にその陽性度は弱い。
カゼイシの水解: 牛乳カゼイン水解は酋株によ
る差異が著しく 12株 (52.3%)が陽性であった。
レフレル血清培地: Bargey's.mannalでは C. 
violaciumは slowlique:fiedと記載されている。 
200C 恒温器で約 3週間に亘り観察したが， 10日後
第 2表 一般生物性状 
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溶解を認めた菌株は 5株のみであった。色素の産生
は全菌株共に良好であった。
リトマス牛乳: C. violaccum，C. amethysti-
numが消化， C. ianthinumが擬固とあるも，消
化を起す菌株は多く認められたが，療固が認められ
た菌株はNo.56bのみであった。
馬鈴薯培地: 一般に濃紫色素を産生し，時には
撤膜を有するものがあった。 
3. 含水茨素分解能
実験で， Bacto・ beefextract 0.1%，proteose 
peptone (No. 3 Difco) 1%，sodium chloride 
0.5%，distilled water 1000ml，pH 7.0を基礎培
地として，それに各種含水炭素を 1%に添加して 
Basikowの培地をつくり，指示薬は phenolred 
を用いた。実験に供した糖は，グルコ{ゼ， マノレト
ゼー、， サッカロ{ゼ、，ラグトーゼ， デキストリン，
アラピノ 
ゼ 
第 3表 各種含水茨素の分解状況 
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グ Pセリ シ， マユ/ノ{ゼ， フノレクトー ゼ、， キシ'ロー
ゼ、，ラフィノー ゼト， トPフアロー ゼ、， セルローゼ，
レプロ{ゼ，アラピノーゼ，グ Pコーゲ:;/， ラムノ
ーゼ，ガラグトーゼの 17種類で 200C培養 20日間
観察した。ガス発生は全菌株に認めなかった。その
結果は第3表(酸産生の糖のみを示す〉の如くで全
菌株がし、づれの糖においても分解して酸を産生する
ということはなく，叉ラグトーゼ，デキスト!1:;/，グ 
Pセリ:;/， グリコ{ゲ:;/， トPフアロー ゼ〉 セノレロ
{ゼ，ラムノーゼ，ガラグト{ゼは全菌株に糖分解
酸産生が認められなかった。各種糖の分解は菌株に
よる差異が甚だしい点から考えれば，分類学的意義
はグノレコーゼの分解有無のみが問題になると考えら
れる。 
4. 色素の溶解性 
Chromobacteriumの紫色素はアルコ{ルに可
溶， クロ、ホノレムに不溶となってしお。著者の分離
菌株も同様にエチルアルコール， メチノレア;]，..コ ~;1ノ
其の他アセトシ， アミノレアルコー ル， プタノールに
溶解することを示したが，グロ、ホルム，エーテル
には溶解しなかった。勿論水にも溶解しなし、。 
5. 分類学的考察 
Chromobacterium Bergonziniは 1881年 Ber-
gonziniが violetchromogenic bacte.riaに名
づけた菌名で，その以前は， Schroter (1872)が 
Bacterium violaceum Schroterと記載しておっ
た細菌であることは前に述べた所である。その A. 
++ ++ Winslow (1920)による分類学的位置は water 
bacteria Producing a red or violet pigment 
+ 
+ 
8 
9 +十 十
として Tribe 1. Chromobactereaeに含まれる 
10 
Genus chromobacterium Bergonzini (1881)に
11 
+ + 属するのである。 Bergey'smanual (1948)では 
Fami1y IV Rhizobiaceae Connの GenusII + 

Chromobacterium Bergonziniとなっている。 
57a 
57b
++++++
+ 
+
+++++++++十++
+ ++ 

type speccisは C.violaceum (Schroter) Ber-+ + 十 
gonziniである。その speciesは3種類で次のよ土 +++++++ +++ 
うな点で大別されているが(第 4表)Appendixに
は 24の speciesが記載されている。著者は Ber-
gey's manualの keyの性状を重要視して，それ
により分離菌株の菌種の同定を試みた。供試菌 23
株を第4表の Bergeyの keyに従って分類すると 
keyで一致しない菌株があったので鞭毛，発育温
+ 

+ 
+
56a 度， グルコーゼ分解，硝酸塩還:荒性を中心として，
56b + 
酸産生l
菌株数l18 14 2 4 3 6 1 13 12 
十士 
第 5表の様な四つの型に一応分類してみた。次に記
述するが 370C発育菌を認めないとして，また，鞭
59 
57 
58 
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第4表 Genus Chromobacteriumの分類 CBergey'smanual 1948) 
第5表 著者の分類方による分離菌株の所属
弓吉育|グルコー|硝酸塩!批
鞭毛|温度|ゼ分解|還元|株
端 
127 
十 
+ 
十-
毛
数|分類型 
18 I。 E 
4 E 
1 耳
毛は周毛性の菌がないので，この項は除いた。 23株
の性状は既述の如くであって運動性はすべて有する
が鞭毛はすべて singleflagellaであることから，
一応 C.ianthinumと云し、がたし、。しかし No.57， 
NO.7の2株は 370Cで発育し，本菌種ーと一致してい
る，そこでこの 2楳?の発育温度を再三検査を試みる
と370C24時間培養ではほとんどその発育を示さ
ず， 48時間でわづかに発育を認める程度であった。
しかるに Bergey記載の C.ianthinum .は 370C
で wellgrowthとなっており，また， G i1manの
各菌撞に関する研究で、は，各菌種共に 4，.370Cで発
育すると記載されているが，この点を考えると，そ
れ程発育温度は問題視する必要なく，また，前述の
様に 370Cでの発育はわづかなことからも，この 2
株 No.57 a，NO.7は C.ianthinumに含めるより
むしろ No.57 aは著者の分類型工へ， NO.7は買に
含めてよいということになる。著者の分類型Iに含
まれる 17株は Bergey'smanualの Keyによる
と， C. violaceumと大体性状は一致している。然
し糖分解能で glucose，maltoseが酸産生し， lac-
tose，sacchroseが酸産生しないとしづ記述と一致
する菌株は 16株に認められたが， glucoseだけは
すべて分解して酸産生を認めた。また， レフレノレ血
清培地で溶解を起すのは 5株のみであるし牛乳培
地における消化も 17株全部に認められておらぬ。
この様に或る性状では不一致の点が種々あるも， 
370Cで発育する菌株 No.57 aを含めて I型を C. 
violaceum とした。 C. amethystinum と C. 
violaceumの大きな差異は鞭毛の所見である，然
しsingleFlagellaとの記載もあるので，とれを除
けば glucoseの分解が重要なる差異である。その
点著者のE型がこの菌種に相当する。 E型に含めた 
4株 (No.1，No. 3，No. 8，No. 11)のうち No.l， 
No. 3，No. 8，No. 11は実験に供ιた 17種の糖を分
解せず， .No.8を除き牛乳も消化を起すという点か
ら全く一致する。この意味でこの 4株は C.ame-
thystimtmとした。 NO.7は370Cでわづかに発育
し，糖は 17種の糖分解せず，牛乳は菱化な<，硝酸
塩還元陰性という菌株であって，温度条件と硝酸塩
還元陰性という点で C.ianthinumに類似するがi
然し鞭毛及び糖分解の点で差異が認められる。この
意味からいてラ、れの speciesにも一致しないので，
本菌株は著者のlV型菌として取扱うことにした。 
Gilmanが実験に供した C.chocolatum，C. ora-
ngium はし、づれもグラム染色性陽性で、あるのでこ
れらの菌種に該当する菌株はなかった。本菌属の菌
種を決定するに必要な形態，性状は文献及び著者の
実験より考察すると発育温度の条件はそれ程重要視
する必要はなく，むしろ鞭毛の位置，その数が大切
であると考えられる。次で性状では硝酸塩還元試
験，カタラーゼ等，糖分解では glucoseの分解有無
である。然しながら本菌層の形態，及び生物性状に
関する系統的な分類学的研究が少いので，将来の研
究にまつ所大であろう。 
IV. 色素の吸股曲線 
Tobie (1945)は色素産生菌属の分類及び菌種決
定に色素の生化学的性状を以って判定するのが妥当
であることを発表した。 Chromobacterium属につ
いては J.P. Gilman (1953)が各種の保存菌種に
ついて，色素を spectrophotometriccurveによ
る分析を実施した。著者等も上述の如く，生物学的
性状では Bergey'smanual (1948)の記載と全く一
致する菌株が少いので色素について J.P. G i1man 
の研究を対比しつい同様な実験を行った。実験に
供した菌株は No.1，No. 55，No. 56，No. 57，No. 
58，No.59，No. 57 a，No. 57 b，No. 56 a，No. 56 b 
でし、づれも紫色素を有する菌株である。なお，対照
として NO.1株の愛異株である NO.laについても
実験した。 T.G-slを用いて 270C，3日間培養し，
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a. 
第 1図 光電比色計による色素の吸収曲線 
NO.1の色素吸収曲線 b. No. 56他 2株の色素吸収曲線 
色色紫黄一日一ト
吸 0.8 吸 0.8
光 光
.ー.;_ No.56 
-----No. 59 
-..-No. 57 a 
度 0.6 度 0~6 ， 
0.4 0.4 
0.2 0.2 
250 300 400 500 600 、700 800 800 
波長.
そのー定菌量をエチノレアルコ{ノレにより色素を抽出
じ，遠心沈澱により，上澄をとり，それをずィツの
櫨過管で瀦過したものを検体とした。吸収曲線は目
立製分光光度計を用い， 10mリ・間隔， 250mp・より 
800mμ まで測定した。この成績を NO.1及び No. 
1aについて第 1図 a，他の菌株は第 1図bとして示
す。紫色素の産生菌株はいづれも吸収度 Optical 
densityは maxima580 m!J.， minima 460 m件に
認められた。然し NO.laの黄色愛異菌株は吸収 
で全く紫色の場570 mp.(1.，510 m，maxima.260 mμ
合と異った成績を得.た。なお，多少の吸収曲線の差
異があるのは，濃度と不純物の混在による差異のた
めと考えられる。 
を考察してみると，合成培養基匹累代培養を続け，
また~異が生じた時期は室温が 300C__350C という
期間であることを知った。これらの斐異を生じた菌
株に就き，紫色素を再び産生させるべく，土壌，下
水に~異菌株をもどして再分離，或は動物通過等を
行ったが，し、づれの場合も色素産生集落，換言すれ
ば色素の復帰菌株をうることは出来なかった。然し
この色素斐到来の一般生物性状は紫色素産生時と殆
んど愛化が認められなかったが多少 glucoseの酸
産生力が弱い。そこで累代培養による色素愛異に関
し，保存温度条件と植えつぎ、培地の組成に関し検討
しだ。第2回目に実施した分離平板(B. M.)に出
現した集落を T.G-slに鈎菌し，それらの菌株 
v. 累代培養によ墨色素の変異 (No.55，No.56， ，No. 58，?No.5 No. 59，No. 57a， 
Chromobacterium属の特徴の一つは紫色素を
有することであるが，累代培養を重ねていると発育
及び色素産生が不良になる。 W.G. Hutchinson 
(1942)の C.violaceumの secondarycolonie 
についての報告があるが，著者は累代培養による色
素斐異を検討した。第 1固に分離した 14株につい
て， T. G-sl，B沿 lに累代培養を重ねておった所， 
13--15 代目の時に突然紫色素が白色，更に黄色に~
.化した経験を有った。この色素安異についての原因
No. 57 b，No. 56 a，No. 56 b.)を各々 T.G-sl及
び B.-slに2本宛夫々植えつぎ 270C，48時間培養
しそれを第 1代目として，冷室(5--100C)及び室温
に保管した。その後，その菌株につき大体 1--2週
間間隔を以って向上の条件で累代培養を行い，それ
等の菌株につき上記の保管温度条件で約 1年間 25
代に亘って観察した。室温に保管した各菌株は菌株
により多少の差はあるが， 6代目 (5月〉噴より白
色の集落が混入して，発育は不良になった。特に
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B.・slでは菌株によっては3代目より集落は白色に
なり 8-9代目の植えつぎに際しては紫色素を認め
ないとし、う状況になった。一方 T.G-slでは紫色素
は比較的よく維持され 8~9代田で一部に白色集落
を認めた。冷室保存菌株については6代 --15代ま
での聞に大部分の累代培養中に紫色素は白色素とな
り始めた。 T.G.-slがB.-slより紫色素産生によ
かった。その中 No.55，No. 56，No. 56 aは全く白 
色になって紫色素集落部分は全く認められなかった
が，更に累代して再び紫色が出現して来た。 1年間
25代で分離当時と同様な紫色素の集落であったの
ほ T.G.-sl累代培養の No.57，No. 58，No. 59， 
No. 57 bで・あった。なお No.57，No. 58の2株は
両メジウム共に 7月28日の 12代目には発育せず死 
渡した。この 2株のみが死漉した原因は不明である
が， 7月--8月にわたって最も紫色素の愛異が各菌
株共に著明であることより，夏期の高温に影響され
たものと推定し得る。
なお， No.59株について， 1月31日より翌年2
月2日迄の 25代にEる各保存菌株のうち前半の 6
ケ月目(1代--10代〉のときと後半の 6ヶ月目(16
代 -25代〉のときとに分けて，それらの菌株の死
波及び色素産生能力の状況を検討した。即ち，前半
7月20日，後半は 2月 15日にそれらの累代培養を
行って来た保存菌株について，再び T.G.-slと，
B.-slに培養を試みた成績が第6表である。なお，
空欄は保存菌株が消失した為である。 T.G.-slで植
え接ぎされた各代の菌株中， T. G.-slで培養された
のは， 4代， 9代， 10代の氷室保存のみが死域して
おるだけで，他は比較的発育もよ<，また紫色素も
産生した。然るに B.-s1でこれらの菌株につき植え
接ぐと前半の 1代から 10代までは全く発育せず，
後半で色素は紫色を認めぬが，一応の発育は認め
た。また， B. -slで植え接ぎされた各代の菌株を T.
G.-slに植え接ぎをすると， T. G.-slで累代培養さ
れたときと同じ成績を得た。然し， B. -slに瓶える
と発育及び色素産生は不良であった。なお，室温保 
存の 16代の菌株から 25代目までは T.G.-sl累代
培養菌株を T.G.-slに植えた場合は，や与発育不 
良であるが紫色素を産生しておったにも拘わらず，
B.-slでは発育が更に不良で色素は全く産生しなか
った。また B.-81室温累代培養菌株を T.G.-sl及
びB.-81に植えたときは 23代より発育してし、るど
けであった。以上のことから紫色素菌株として累代
培養を続行するためには，合成培養基でなく，ベプ
トYの如き培養基を用いることがよし、。また，ベプ
トγを含有する培養基で累代培養をした場合，合成
培養基に植えると，その色素産生は不良に陥る。な
お，培養菌の保存温度は低温で管理することがよ
く， 300 C以上の温度では速に紫色素の斐異を来す。 
ベプト y含有培地へj匝え，低温 (50C__100C)で保
管すれば 1年は死被せずに累代培養が可能であるこ 
とが判明した。
第 6表 'No.59株の累代培養菌糠の 6ヶ月間後各代における色素及び発育状況
保存株保安恥忠之11 2 3. 4 5 6. 7 8 9叫16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
培地降つぎ培地¥代 |代
氷 1 Try. 1 一一1 (怖)(冊)(十件)(時)(時) (*) (冊)(-1+)(件)(掛)ー (掛)(世)(惜) (惜)(掛)
Try-I室 1B.M. 1一一一一一一一一一一1++ +++++++ 
ptoneトー十一一一一一一ト一一一一一一 一一一一一一一斗
株|室 ITry. 川)(+1+)(排)(俳)(冊) (冊)
温 I B.M. I一一一一一 一
氷 1 Try. 1(-株)(十件)(俳)(排)(掛)(十社) 一
B.M.I室 1B.M.1 (+ト)ー (件)(+)一+ 一
一一I(十)(十) (忙(朴)(時)(冊)(掛)(骨)(掛)
一一 1++ ++十十+++
一1(緋)(掛) (冊)(十時)(悦)(十件)(掛)(冊)(情) 
一 1(+)(+) (十)(十)(十)(+)(十ト)(廿)(-t十)
株|窓 I Try. I一一一一一一一一一一|一一 一一一一(制(件)(制
温 1 B. M. I一一一一一一一一一一|一一 一一一一<+)(件)(制
備考 *， +ト，+は発育程度，一発育せず， ()は色素。 
VI. 紫色素産生に関す忍諸条件
如何なる環境条件，培養基組成条件において最も
紫色素集落形成がよいかとしづ問題に就いて研究し、
た。-なお，ー部の実験ではゼラチン様物質の有無に
ついても検討した。本実験に使用した菌株は第 2回
分離菌株の 9菌株である。
この菌株(冷安保存 T.G.-slに累代培養した菌
株〉はし、づれも T.G:-slで270C，48時間培養をし
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た後に実験に供した。(この一連の研究で T.G.-
ager及びB.-agerを用いておるのは， Chromo-
bacterium属の研究を実施するに際し，ベプトン
含有培地と合成培地を比較する為に撰択した培養基
であって，必ずしも色素産生能という点を初めから
考慮して用いたのでなLう。 
1. 温度条件
被検菌 9株につき， T. G.-slに植えた後， 370C， 
270C，200C，100C，50Cの各温度に 7日間培養し，そ
の発育，及び紫色素産生状況を観察した。発育と紫
色素産生状況を第7表に示す。 370Cでは No.57a 
が 48時間で僅かに発育したが 7日迄は紫色素は認
められず，なお，更に 2週間の観察でも認められな
かった。 270Cは48時間で完全に発育を示し紫色素
は6株に認められ， 3株 (No.55，No. 56，NO.57め
は一部白色で、あった，しかし日を経て紫色に愛つ
た。 200Cでは 270Cよりや L発育は遅れるが，紫色
素の産生は良好であった。 100Cでは 5日で発育し，
全菌株共に紫色素を産生しておった。 50Cでは 7日
迄に発育が認められなかったのは NO.59のみで紫
色素は No.55，No. 56，No. 57bに認められなかっ 
た。しかし 10日迄には全菌株共に相当の発育を示 
し，且つ，紫色素を有するに至った。以上の結果か
ら Chromobacteriumの色素産生は 200Cが最も
よく，更に低温の 100C，50Cでも培養回数が長くな
るが，その色素産生は意外に良好で、あった。この事
実は分離株が冬季にのみ蒐集されたこと L考えあわ
すと，その色素産生は培養基の組成によることは勿 
論であるが，温度条件がかなり重要な因子であると 
考察される。 
第7表発育温度と色素産生状況
0一瓦週司 37 270 200 100 50 
55 (十十) (件) (十) 土 
56 <+ト) (件) <+) + 
57 (掛) (株) <+) (土) 
58 (時) (排) (十) (土) 
59 (叶) (十社) (+) 
57a + (十件) (-H-) (+) (土) 
57b <+十) (十十) (+) + 
56a (時) (十十) (+) (+) 
56b (軸) (+ト) (十) (土)
備考()印は紫色素産生のあったもの，発育… 48 
hr tlt，5日朴， 7日+， 7日以上土。 
2. 培養基の pH
供試菌株9株のpHの発育範閤は pH5.0--pH 9.6 
第 8表培養基pHによる色素産生条件
島立1.5.05.6 …7.6 
6 9 
+ 3 8 2 2 
十 1 7 2 2 4 3・
-t十 7 7 5 4 
であって，紫色，素産生は一般にアルカリ性の方がよ
いことは既述した。 1% tryptone brothで 270C，
72時間における紫色素産生条件を検討した結果第8
表に示す知き成績を得た。(なお，本実験では一般
に No.51b，No. 56aは紫色素産生状況は不良であ
った，これは使用菌株の差異にもとづくものと考え
られる〉。 この菌膜の色素及び沈澱菌体色素より，
その色素の色調を判定して，次の如き区分によりそ
の色素産生の程度を別けた。色素産生せず(ー)，や
主紫色(+)，紫色(-H-)，濃深紫色(冊〉の 4段階を
以って表現した。この成績より pH7.0--8.0の範囲
が最もよいとしづ結果を得た。
3. 培養基組成
a. 普通寒天培地
著者は普通寒天培地として T.G.-slを経験的に
用いて来たが(全ての実験に Difco製品を用いた〉。
各種ペプトユ/を中心として，カゼイ Y，肉エキス，
それに glucose，glycerineを加えた培地，及び対
照として B.M.-agar，Wilson and Knight mか
dium agar (Na(NHβHPo4 1.0g，MgSO"7H 20 
0.2g，CaC12 0.1g，K2HP04 1.0g，FeSO~ 0.1g， 
distilledwater 1L (pH 7.0)J，Uschinsky me-
dium agar (Asparagin 4.0g，Glycerine 5.0g， 
乳酸ア yモシ 6.0g，MgS04 0.2g，第 2燐酸カリ 
2.0g，NaCl 5.0g，CaC12 0.1 g，distil1ed water 
1L. pH 7.0)を用いた。使用した菌株は No.56a， 
No. 57，NO.58の紫色素産生菌と NO.lの黄色斐異
株である。その成績を第 9表に示した。 NO.1は全
培養基共に発育は認めるが紫色素は認められなかっ
た。ペプト y中では neopeptoile，proteose pep-
toneがよく，次いで peptone，tryptoneとし、う
結果を得た。然しこの実験ではこの 4種の優劣はつ
けがたいが，や i tryptoneが劣った， .然し tryp-
tone slantで累代培養された菌株であるのでその
点の問題は一応考慮しなければならぬかも知れぬ。 
Bacto・Beefextractを tryptoneに 0;3%加え
た場合は tryptone丈の場合と差異がな L、。，1% 
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第 9表各種培養基に対する発育及び色素産生状況 精査した成績を第 10表に示す。 non-pig-
mentedでゼラチシ様性質は認めなかった。ふ日逗品記了~主竺担二]11日a!57j-5s 
ゼラチン様性質出現の条件は不明で、ある。 
(-1+)I+ r(+) 1 [朴	 1 11% tryptone 
2 1% neopeptone 1-1+1(朴)I(十十)1(冊) 第 10表 ゼラチ y様集落の出現状況の分布 
3 1% proteose Peptone 1件 1(十十)i(制 1(十) 菌 I No. 58 
4 1% peptone 1十 1-1十 i(朴)1(骨) 
株 No. 57 I
5 1% tryptone+0.3% beef ex・ 十ト + (朴)I(冊) 
色 素 IPigmentlPigment
tract. 	 、----------~ ゼラチシ様 Innnl Innnl 
6 1 45 +1% glucose -1+ 	 培 物質「ご〓 G I~~ごï G、¥¥¥¥
7 1% tryptone +0.1% glucose +十	 地 --------_1U" J J U" I 
8 1% tryptone +3% glucose 十	 1% peptone 11501 0 [160I0 
1% tryptone9 1% tryptone +5% glucose 	 100 10 120 48+ +0.3% beef ext 
10 1% tryptone +1% glycerine 十 1% tryptone 
11 1% tryptone +5，%glycerine + 	 十 1%glucοse 60 4 52 24 
12 1% vitamine free casein 十 non G=gelatinous，atinous_1G=non ge
13 10.1% yeast extract 十
14i0.5% yeast extract 十 6. アミノ酸，アミ yによる影響
15 1W i1son & Knight medium アミノ酸，アミ Yを含む培地が Chromo戸 
16 IBunting mediumくglucose) 4十 bacteriumの色素産生，其の他にどんな影
' A400nv
E
可 司 
唱 
ム噌，ム 
Bunting medium (glycerine) + 響を与えるかを検討する目的で， MgS010.5 
Uschinsky medium +十 g，K2HPO，t 1.0g， NaCl 0.5g，glycerine 
19るgelatine +1% Tryptone 「ー 5.0g，agar 15g，distilled water 1Lの基
礎培地へ窒素源として各種アミノ酸，アミ yを夫々vitamine free caseinはベプトンに比較して柏、々
紫色素の色調が薄い。 yeastextractは一日日 case- 0.1%に加えた平板寒天を作り pH7.0に修正し， 
inの場合と大差がなし、。合成培地では B.M.はよ No.58株を用いて，その色素産生，集落形態，ゼラ 
いが窒素源を Na(NHDHP04とした Wilsonand 第 11表 No.58株のアミノ酸による発育・
Knight mediumでは 4株共に色素産生を認めず， 色素産生・ゼラチシ様性質の影響
発育 色素産生
ゼ、様
フ性
チ
ン質 
+ 
+ 
+ 
-1++一。。。
。。。。。。。。。。。。 
。
紫，寅，白
+ 
+ 
+ 
十
+ 
+十 
刊十 
+H-
-H十 
十ト 
十 
+ 
+H-
-H十 
-H十 
+ 
Asparaginと乳酸アンモンを窒素源とした Uschi-
nsky mediumは色素産生があり前二者よりもよし、
成績を得た。ペプトンの添加濃度による色素産生の
影響は tryptoneを例として 1%，1.5%，2%，2.5% 
濃度について実施したが，発育は1.59るまでが優れ
ており，色素産生では 1%がよく 2.5%になると不
良になる。尤も No.58は発育は濃度の増加と共に
不良であるが，紫色素の色調は濃度の高い程濃紫色
を呈した。 1% tryptoneに glucose及び glyce-
rineを各濃度に加えた場合は， glucose 3%， 5% 
の添加で No.56a，No. 57a，No. 58は紫色素を全
く産生しない。 glycerineでは 1%，5%では 5%
添加の場合がよい結果を得.た。各種培養基における
ゼラチシ様性質を有する集落は出現するものもある
が，然し特に斯様な性質を有する織の多い集落は 1 
三三竺

アラニン {1 1 
三/リロフ。 2
3 ヒスチヂン
4 オノレニチユ/
5 セ リ y 
6 アスパラギン
7 トリフ'トファン
ヱノシロチ8
9 7エユールアクニン
10 ~アラニユ/
11 チ ス チ 三/
ソりノミ 12 
13 アルギニン
14 p ヂ
% tryptone + 0.3% beef extract + 1% gluco-
ン'
se，1% tryptone +1% glucose，1% tryptone 
15 イソロイシン
16 トレオニユユ/
+1% glycerineの培地に多く認められた。特に，
対 照一三の培地について色素とゼラチン様性質につき ト日プトン培地"ー'-/
川 市
/?、
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第 12表 NO.58株のアミシによる発育， があり，また，糖によっても必ずしも一定の成績が
得られぬので，斯様な基礎培地に糖を添加したとき
に於ける色素の観察はそれ程明かな結果が得.られな
色素産生ゼラチ γ性質の影響
|発育|色素lZト一一一|三
会学医
件+一|紫黄・白lL菅 
1メチルアミシio 掛 
2.エチレンヂアミシ: 0 + 
() I!トリエタ'ノ{ノレ3.
アミ ~jl ~ + 
4.トリエチールアミバ o 十 十 
5. トリメチーノレアミ ~i 0 件
6.ヘキサミン! 
7.ヂエタノールアミシl 
8.フエニールアミシ1
 
9チラミ γ|
 
10. カタベリ ~I 
11. ヒスタミ ~iO 十ト 
12.モ/エチールアミン10 +。13. グアニヂ ~I
00000 
14.グ Jレ
15.ヒ ，、
16.コ
硝酸
:r ザミ ~i 
Jレヂ シ〆
p ン 十 
ア ンモユ/
塩化ア ンモン 
乳酸ア こノモ y 
対 昭
ト り ト ン'
チン性質の菱化を検討した。その結果は第 11，12表
フ
に示した如くでアミノ酸では発育しなかった株は全
くなく，そのうち発育がよし、ものはヒスチヂシ，セ
リン，アスパラギ~， α・アラニ:;/，リヂン，イソロイ
シyで色素産生の最もよいものは， ヒスチヂン， オ
ノレニチシ， セリン， アスパラギシ， α・アラニ~， リ
ヂ:;/，イソロイシ yで之に次いでトリフ。トフア Yが
良好であり，チロシ yのみ紫色素産生なく白色であ
った。アミンは発育のよいものはトリメチールi ヒJ
スタミ:;/，モノエチ{ルで，発育しないものは， ヂ
エタノー ノレ，ヘキサミン， フェニ-/レ， チラミン，
カタベリシ， グアニヂン， グノレコザミン， ヒベノレヂ
シで，その色素産生はメチルアミシ最もよく，次い
でトリメチール， ヒスタミンで、あった。ゼラチ y様
性質はアミノ酸で、はオノレニチ:;/，セリン，アスパラ
ギ:;/，アルギニ:;/， !1ヂyに見られ， アミンでは.ト
リエチーノレのみに認められた。 
4.糖類 
1% tryptone + 0.3% beef "extract brothに各
種糖を 1%添加して，そこに生ずる色素の産生状況
を観察した。この成績では菌株により色素産生の差
かったが，比較的紫色素産生のよい菌株No.57， 
No. 59，No. 57 a，No. 57 b，No. 56 bの5株につい
てみると， maltose，sucrose，lactose等の添加が
悪影響を与えたかのような成績となった。 
VII. 食品腐敗に及ぼす影響 
l. 単独接種腐敗実験
実験方法: 蒐集菌株が如何なる食品に対し， ど
の程度の腐敗力を有するかを基礎的に研究する為
に，先ず一定条件下に於ける腐敗実験を行った。即
ち，各種動物性及び植物性食品の可及的新鮮なもの
を求め，これを一定価数或は適当の大きさに切った
ものを一定量玉付大試験管の中の'ガラス板上に載
せ，生理食塩水をガラス板が常時湿潤している程度
に入れ，高圧漉菌，但し生鯉肉の場合は生きたa鯉を
昇宗水に浸し，外面をよく洗糠し，減菌したメスで
脊部を除去し皮膚面に沃度丁幾を塗布無菌箱中にて
内部の肉片を切り取り，これを 500倍稀釈ペニシリ
シG水溶液に浸した後取出し減菌水で、よく洗糠して
上記の知く大試験管に入れ高圧波菌することなく，
そのま L使用した。斯様にして作られた材料に被検
菌 14株の 48時間培養したもの一白金耳を髄え， 270 
C購卵器に入れてt一定時間毎に官能検査及び pHの
愛動によってその腐敗力を検査した。官能検査によ
る判定は各食品特有の臭が消え，ごく軽度の異臭を
発したものを+，精々食品が柔くなり異臭を発して
来たものを*，刺激を加えた場合を掛とした。な
お，腐敗力判定の対照として当研究所保存菌 Esche-
richia coli，Achromobacter，Serr叫 iamarces・ 
censを用いた。
実験成績: 各種食品の腐敗進行状況(第 13表〉
は全菌株に急速な pHの上昇(第 2図〉はほとんど
なく，只，蛤が急速に上昇を来たしたにすぎない。
例えば，従来当研安所で検討したグラム陰性樗菌の 
Proteus，Serratia，Achromobacter，Pseudo-
monasに属する菌層のように特徴的に腐敗臭の強
いものは見られなかった。その中では動物性食品の
かに，蛤，鯉が他の食品に比較して多少腐敗度が強
いが，然し 9日目において十以ーとになっているもの
は約半数の菌株にも及ぱなし、。また，各菌株聞にお
ける差異も特になく，植物性食品では大差がなかっ
た。以上の成績の如く，一般に Chromobacterium
は土壌菌で且つ，無議栄養細菌で，飲食物との関連
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第 2図 各種食品の pHの消長
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第 13表各種食品の腐敗の進行状況 C自官包検査〉
(数字は使用菌株 14株中の該当株数を示す〉
i 3 i 9 	1"I経過 
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は少いと云われているが，著者の実施した範囲の食
品でも強い腐敗を起したものはなく，腐敗菌として
の他のグラム陰性樗菌よりはるかにその意義は少
し、。 
2. 各種食品に於ける色素産主主状況
本菌の食品上に於ける色素産生状況の検討は殆ん
どなし、。そこで動物性及び植物性食品の穆出液を作
り，それに代表的な菌株を接撞し， 270C培養して観
察した。食品惨出液を入れた小試験管の上部管援に
現われる輪及び菌膜の色調を観察した成績が第 14

表である。供試菌の中 No.55，No.57，No.58，No. 

59，No. 57a，No. 57bは紫色素産生菌株で No.1，
 
No.7は分離当時は紫色素産生があったが接種を続

けて黄色に斐異した菌株である。対照としてブイヨ
ンをおし、た。対照では No.1，NO.7は共に黄色輸を
管壁上部に作った，其の他の菌株は全部紫色素産生
があり，管壁上部に紫色輸を形成， NO.58は更に上
部にゼラチン様膜を形成した。各種食品診出液では
鯉が色素形成最もよく，次L、で米，たら，豚であ
り，食品別で、は主に動物性食品の方がよし、。米につ
一一~"";，.-_~，-J.司、
6.0 )(/"- _.--，，~ _.-'←ー一--.Jまくろ、 、_.... ・_.-d J一・「唱.:-::-':::P.ー .ー-一一..-
3 5 7 9岱

第 14表各種食品エキス中における色素産生状況
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6 小豆 一 一 一 一 
7 大豆 一 一 一 一 + + 
+十十|一小麦8
1+十 豚9 一 + + 
10 牛 一 一 十 
十ト +十+ト +米11 件 +十 
12 た 十 十 +十ら + 
13 ひらめ 一 + 
十ト蛤13 
 + 4 一 
15 まぐろ 一 + + 
備考1+十， -t十，十は色素産生程度，ーは色素産生せず。 
いては Wi1iamA. Corpe (1951)が Chromo-
bacteriumの分離方法に用いているが，著者の実
験でも紫色素産生がよく，そ.の成績が一致した。ま
た，ゼラチシ様膜を形成したものは菌株により一定
せず様々であったが，米，蛤， ¥，、か，鯉が特に強く
認められた。 
VIII. 各種抗生物質及びフラシ誘導体
に対す各抵抗性
1.抗生物質: pH 7.0普通寒天に第 15表に示す

如き濃度になる様に抗生物質を混和し，全菌株 23

株と対照として大腸菌を用い， 270C，48時間におけ

る菌の発育の有無により発育阻止の状況を判定し

たo方法は Agarstreak methodを採用した。実

験に供した抗生物質は， Penicillin，Chloromyce-
tin，Streptomycin，，Terramycin，Aureomycin， 

I10tycinの6種類である。抗生物質の寒天に含有 
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第 15表各種抗生物質に対する感受性の分布
~発育阻止濃度'
孟品企4215102550100 
.Penici1lin 8 12 3 
Chloromycetin 14 3 6 
Streptmycin 20 1 2 
Terramycin 9 10 3 1 
Aureomycin 5 11 4 2 l 
I10tycin 8 10 3 2 
する抗生物質稀釈度は 0.1，1.0，5，10，25，50，100 
各々 i'/mlとしたb その成績を完全発育阻止濃度で
示すと第15表の如くなる。グラム陽性菌に作用する 
Penici1inは本菌株ではいづれも 25i'/ml以上の濃
度でないと完全発育阻止がみられぬという点は一般
グラム陰性揮菌の成績と一致してし、る。他の抗生物
質では一般に 5y/ml以下で完全発育阻止がみられ
る。中でも Streptomycinは最も強い発育阻止力
を示し大部分 20株が 1'(Imlで発育阻止され，な
お， Aareomycinでは NO.10が50i'/mlで完全発
育阻止を認めるという，特に抵抗性が強い菌株を認
めた。ー般に強い抵抗性を示した菌株は No.8，No. 
9，No.IO，NO.58の株であった。此の際の色素産生
状況は Aureomycinが最も紫色素集落を形成し，
次いで Cloromycetinが著明で， StreptIIIycinで
は紫色素産生が見られなかった。 
2. フラン誘導体 
Furacin く5-nitro-2 furaldehyde semicar-
bazone)，Panazon，Z-Furanについて実施した。
実験方法は抗生物質の場合と同様である。唯稀釈濃
度は 1万， 5万， 10万， 20万倍稀釈とした。その結
果は第 16表に示す。 Furacinに対しては全株 1万
倍稀釈で発育阻止され， Panazonに対しては 10万
倍で No.5，No. 57の2株， 5万倍で 4株 (No.2， 
No. 4，No. 56，No. 56 b)， 1.万倍でそれ以外の 17
株全部が発育阻止された。 Z-Furanでは 20万倍で 
No.3，NO.57の2株， 10万倍で 8株 (No.2，No. 
第 16表各種フラユ/誘導体に対する抵抗性
株¥ベ発育阻止|
'---------数¥濃度|τ苗¥寸と ¥眠民I1万 5万 10万 20万 40万
ム 物¥、とごとI X.X X X X 
ブラシン I23 
パナゾン I17 4 2 
Zー フラ ν 13 8 2 
4，No.5，No.6，No.10，No.55，No.57，No.56b) 
5万×で残り全部 13株の発育阻止が認められた。 
IX. 熱並びに砂糖及び食盤に対す易抵抗性
1.熱抵抗試験: 普通プイヨン中で、 270C，48時
間増菌したものを恒温槽で 500C，550C，600Cでそれ
ぞれ一定時間加熱の上急冷却し，その 1oseを新し
い普通プイヨ yに移植し， 270C，48時間後にその潤
濁により発育の有無を検した。 600C，30分で全株死
波し， 600 10'では 6株 (No.7，No. 8，No.9，No. 
58，No.59，No. 57 a)，550 30'で4株てNo.7，No. 
8，No. 58，No. 59)の発育を認めた。以上の結果か
ら熱に対してほ一般に抵抗性が弱し、ことを示した。 
2:砂糖に対する抵抗性: peptone 水， pH7.0 
の培地に砂糖を 10，20，30，40，50各々%の割合に
夫々加え，全菌株23株の 1oseを夫々移栢し 270C
で4日間観察した。 10%では全菌株の発育を認めた
が 20%では 12株 (56%)，30%では 7株 (30.4%)， 
40%では 5株 (21.7%)の発育を認め， 50%では全
菌株の発育を認めなかった。 
3.食塩に対する抵抗性: pH 7.0の 0.5%葡萄
糖加ペプトン水(食塩除去〉に食塩を 1，3，5，7，10 
各%の割合に夫々加え，被検菌23株の!態濁液より
で1%目間観察した。4で、C270を夫々移植し1ose
は全菌株の発育を認め，対照の食塩無添加の場合と
その発育程度は同様であった。然し 3%では 5株 
(No.7，No. 8，No. 9，No. 59，No. 57ゆが発育を
示したにすぎないが，この場合は梢々 1%よりも発
育に多少日数を要した。 5%では4目後に 3株 
(No: 7，No.8，No.9)のわずかな発育を認めたが 
7%では何れも発育を示さなかった。この点から本
菌層は食塩に抵抗性が弱し、菌株であると云える。 
X.憲性 
Chroinobacteriumは現在まで非病原性の所謂 
Saprophytesとして考えられて来たものであっ
た。しかしこの属の病原性については Herbert]. 
Schattenberg and W i1iam H. Harris (1942) 
の研究があり，病原性のある菌株を Chromobac-
terium violaceum verg，manil~e と命名して，
動物及び人体の感染例の報告がある。この事を考慮、
して分離菌株の毒性について検討してみた。実験動
物は純系 DD系マウスを用い， T.G.-slに270C，72 
時間培養した菌を秤量し，減菌食塩水に懸濁し，そ
れの1.0mg，0.5 mg菌量含有 0.5ccを3匹宛腹腔内
注射し， 72時間まで舞死の有無を観察したが，全菌
株に対して 1例も艶死例は認めなかった。
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なお，色素形成の斐異株についても実験したが， すれば，もし自然界でこの様な色素愛異が行われる
同様の成績であった。即ち，上記の実験方法では病 とすれば，この鞭毛がない C.chocolatumなる菌
原性を有すると思われる分離菌株は 1株も認めなか 株は集落の色調から Flavobacter旬 m 屑に属され
った。 るべきであり，また， NO.la株は..mono-flagella 
XI.者察 とし、う点で Pseudomonas属とも同定しうる。従
Chromobacterium層は土壌.下水，河水に広く って紫色素を有しない愛異菌が自然界に存在するな
分布されている菌層とされているが，著者の分離方 らば， Pseudomonas罵， Flavobacterium属と
法では検出され難い菌属のようである。このことは の鑑別は困難となる。 1株につき家兎O血清をつく
著者が四季に亘る土壌，下水等の 500件の分離資料 り，他の菌株との凝集試験を試みたが，血清の遺詩集
より僅に 23株を得たことから推定出来る。最近 価が{まく，且つ類属類集反応があり，この方面.の検 
W. A.Corpeが riceによる分離方法を考案して 討は失敗に帰じた。この点紫色素菌が白色~黄色菌
土壌の分布率は高いということを報告しているが， となる諸条件の検討は極めて重要とし、わざるを得
然しその成績でも土壌の 1000倍稀釈濃度以下にお ぬ。この問題は Ward (1898)が artificilmedia 
いて始めて検出していることを考慮すると，土壌の が色素が消退することを認めている。その他W.A.
分布は広いがしかし存在菌数は極めて少いことが分 Corpeが近時この問題を取り上げているにすぎな
る。著者は比較的雑菌の発育しがたい B.M.を用 し、。然しその条件はし、まだーっとして明らかにされ
いて分離したので，分離が可能であったが，普通寒 ておらぬところである。著者は種々の実験を遂行す
天培地では発育が遅く，且つ集落が小さい本菌属 る上に紫色素菌保存の必要から，累代培養による色
は，他の菌種の発育に圧倒され，独立集落は仲々作 素の褒異が菌株の保存温度に影響があることを認、
れぬものと考えられるのである。また，特に魚介類 め， 300C以上では速に色素は消槌し，且つ短期間に
からは検体400例中 1株も検出されなかった。叉季 死践することを認めた。特に合成培養基において
節的には冬期のみに検出されたことは低温発育菌で は，ベプト y含有培地より死波が速である。この点
あるという点に関係しておるか否かは未だ本商属の 本菌属の保管は少くともlOoC以下で管理し，菌株
季節的分布の文献の記載がないため不明であるも， 保存用培地は nutrientmediaを使用することが
夏期の高温培養では死減及び~異が起り易いことか よいことを見出した。なお，この色素産生能の維持
ら考えても推測出来るところである。既述の如く木 の検討の為に，更に各種菌株を用いて，色素産生条
菌層の記載は古いが，その分類学的研究は極めて少 件を試みた。温度条件は 20oC~10oC， mediumの
く，多謝朱による詳細なる性状検査は殆んどが、状 pHはアルカリ性が良好の成績を得ることを知つ
況で Bergey'smanual (1948)でも，その記載は た。なお培養基組成の色素産生ιゼラチン様性質に
他の非病原性菌に比較しても不充分である。著者の 及ぼす影響は W.A. Corpeにより始めて系統的に
分離した 23株のうち 18株は C.violaceumと， 4 検討され， 11株の色素産生の成績では 1%gelatin， 
株は C.amethystinumで， 1株はし、づれにも属さ 1 % peptone +1 % glucoseが最もよく，次に 1%
ぬ菌株であった。糖分解，その他で同一菌種とした starch agar，1 % peptoneであり，やふそれより
菌株で各種の生物性状検査では相異を示した。この も劣るが 1% tryptoneと 1% tryptone +1 % 
為に従来多くの菌種が記載されたものと考えられ gIucose，1 % caseinである。同氏は tryptoneが
る。然し J.P. Gilmanの色素の吸収曲線の分析に peptone及び gelatine より成績が不良なのは
よる分類では C.violaceumとC.amethystinum tryptoneが tyrosineと tryptophanを多〈他
とは同一色素であり， C. ianthinlJ，m は異る色素 のベプトシ類より含有している為としてし、る。また
としておる。著者の 9株に就いての検討では吸収曲 0.3% beef extract及び 1% glucoseの添加はそ
線の吸収度から考えればいづれも J.P. Gilmanの れ程色素産生には影響はないようである。著者も 
C. violaceumと C.amethystinumの群と一致 nutrient mediaに関し Difcoの製品を以って追
している。また， No.l株の紫色素は C.violaceum 試したが大休上記と同様な成績を得.ると閉じに
と同一であるが，本菌株が色素愛異を生じ黄色に tryptoneにおいてはその濃度が1.5%以上になる 
2霊化した場合その色素の吸収曲線は J.P. Gilman と色素産生能力が不良になることも認めた。このベ
の C.chocolatumと類似している。この点を考慮、 プトン中におけるアミノ酸が当然色素産生能に関係
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するものと考え，アミノ酸及びアミンに就ての影響 無であり，且つ蛋自分解酵素に関する検討も極めて
を検討してみた。アーミノ酸中チロヂシ添加で色素産 少いので，著者は木菌層が各種食品にし、かなる腐敗
生がなく，また， トリプトフアジは色素産生によい 力を有するか，且つ，どのような食品に色素産生が
窒素源でないととも判明した。この成績から Corpe よし、か検討してみたところ，植物性，動物性食品共
の云うチロチ'め トリプトフアシが tryptone中で に腐敗を起す程の強い影響はなく，また，色素産生
含有度が高い為に色素産生が不良とし、う研究成績の は鰹，鱈，豚，米飯において良好であった。米につ
一端をうらずけする ζ とが出来る。 いては w.A. Corpe (1951)による成績と一致し
糖類については殆んど研究がないが，著者も多く た。また，木菌窟の外界諸条件に対する低抗力の研
の糖について検討したが，明らかな成績を得ること. 究も少く，著者の実験成讃では熱抵抗は一般に弱く
が出.来なかった。然し glucoseの場合その濃度を 600C，30分で死減する。また，各種防菌性物質，抗 
2%以上にすると色素産生に悪い影響があることを 生物質の抵抗性は一般グラム陰性樗菌と同様にベニ
知った。この原因は glucoseを分解し，培地 pH シリンには抵抗性が強いが，ストレプトマイシン等
が酸性になる程度が強し、ことに原因すると思われる にはそれ程の抵抗性を示さなかった。また，食塩，
が，更に検討を試みたいことの一つである。本菌属 砂糖濃度に対する抵抗性も本菌は弱L、ことが特徴の
は土壌菌であり従来食品との関係に対する研究は皆 ょうである。 
XII. 総括
著者は Chromobacterium属の分類，累代培養による色素変異，色素産生条件，食品に及
ぼす影響及び各種抵抗性を明らかにするため本研究を行い，次の如き成果を得た。 
1. Bunting medium (B.M.)を用い各季節毎に 2年間にわたり土壌，下水の検体 500件
より Chromobacteriumの分離を行い，冬期のみ 2回において 23株を分離し得た。 400・例の
魚介類を検体とした場合は 1株も分離されなかった。本菌は土壌，下水における分布は季節に
より左右され，且つその生棲菌量は僅少であることが認められたO この分離した 23菌株につ
いて各種の実験を誠みた。 
2. 全菌株について形態，培養所見，生物性状を詳査したが， Chr. ianthinum，Chr. 
amethystinumに一致する菌株は認められなかった。多くの菌株は Chr.violaceum或はそ
れの類似菌であった。 370Cで発育する菌株は 2株に認めたが，との菌株は共に端毛菌であっ
た。向 23株中の 10株の紫色素につき分光光度計により吸収曲線を求めた結果 10株共に吸収
度は maxima580mμ，minima 460 IIlμで、あったO 変異株の黄色素は全く異る吸収曲線を示
した。 
3. 色素産生条件を検討した結果は次の如くであったO 
が最もよい。200C，_100培養温度は1) 
2) 一般培養基としては 1%. peptone，1 % proteose peptone，1 % proteose (Difco) 
がよい。 1%tryptoneはや、不良である。一般に glucoseを 3%以上添加は色素産生に悪
影響がある。 
3) 合成培地に窒素源としてアミノ酸，アミシを加えた場合の色素産生に及ぼす影響はアミ
ノ酸の方が良好である。アミノ酸のうちヒスチデン，オルエチン，セリン，アスパラギン， αー
アラニン， リヂンがよく，アミンではメチ戸ルアミンがよい。特にアミノ酸の中チロデン添加
は紫色素の産生が認められなかった。
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4. 累代培養による紫色素産生能の低下を来す重要因子はその培養菌の保存温度と用いる培
養基の組成であるが，菌株の保管温度は夏期の室温で速に色素変異を来すが，低温(100C以
下)保存では紫色素の状況に維持でぎる。培養基は nutrientagarを用うることによって色
素産生力が維持されうるO 合成培養基では速に色素の変異を来し，また，死滅期間も短縮され
る。 
5. 各種食品に本菌株を単独接種し， 270C において，その食品の変化を pH及び官能検査
で観察したopHの急速な上昇，速な腐敗進行は認められなかった。また，菌の増加もそれ程
顕著でなかった。との成績と食品より本菌属が分離されなかったということからも本菌属は魔
敗細菌の意義は極めて低いということが確認された。 
6. 食品及び食品参出液に対する本菌の色素産生状況は，鯉，米飯，豚肉がよく，一般に植
物性食品より動物性食品の方がよかった。 
7. 防腐剤，抗生物質には一般に強い感受性 CPenicillinを除く〉を示し，就中 strepto・ 
mycinでは 1r/m1濃度で 20株の発育阻止が認められた。 
8. 熱低抗は一般に弱く pasteurisationにより全株が死滅するO 砂糖では 50μ 以上の濃
度，食塩では 7μ以上濃度で発育するものがなかった。 
9. Chromobacterium属には病原性を有する菌株が存在するという報告があるが，本菌
株にはマウス腹腔内注射 lmg以下の菌量では繁死せしめる毒性を認めなかった。
く本研究の要旨は昭和 31年4月第26回日本衛生学会に於て報告した。〉
終りに終始御懇切な御指導と御校閲を賜わった相磯教授，都1I沢教疫に深く感謝し，また，種々
御助言頂いた教室員諸氏に謝意を表する。
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